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研究分野：化学 
科研費の分科・細目：複合化学・高分子化学・機能物質科学 

キーワード： ソフトインターフェース、界面科学、高分子電解質、機能材料、分子基盤、分

子計測、分子認識 
 
１．研究計画の概要 

本領域研究「ソフトインターフェースの分
子科学」では、生体分子や高分子などのソフ
トマターが形成する動的な界面について、精
密パターニング、精密ポリマーブラシによる
新規分子の合成や界面相創製、界面領域の分
子キャラクタリゼーションと物理化学的考
察、抗体やDNAなどがつくるソフト界面の分
子認識特性解析、マイクロチップやデバイス
への応用、などを多面的・協奏的に研究する
ことにより、ソフト界面の科学の新しい学理
領域の確立を目的としている。 

本研究課題は総括班に係るものであり、3
つの研究項目（ソフト界面分子基盤（A01）、
ソフト界面分子計測（A02）、ソフト界面分
子認識（A03））に関して、方針策定、本領
域内外への研究情報の発信と交流を推進す
るとともに、円滑な研究実施や連携研究の支
援、人材育成を行うことを目的に活動する。
学術論文、著書、特許などの成果発信に加え、
公開シンポジウムの定期開催、国内外の学協
会における発表セッションの主催、ニュース
レターの刊行、領域webページを通じた成果
発信にも幅広く務める。 

 
２．研究の進捗状況 

本研究領域の3つの研究項目に関して、円
滑な研究実施や連携研究の支援、領域内外へ
の研究情報の発信と交流の推進、さらに若手
研究者の育成や支援も行った。そのような活
動に対して、評価グループ（岡野、梶山、小
林、中西）は、高い見地から本領域研究運営
についての助言を与えた。 
 領域立ち上げ年度の平成20年度は、領域研
究を構成するメンバー相互の間の十分な研

究情報の交流と意志の疎通を図ること、なら
びに本領域の周知に重点を置いた。総括班中
心メンバー（研究代表者（前田）および分担
者（栗原、高原、高井、長崎））による第1
回ならびに第2回運営会議、領域メンバー全
員参加による第1回領域会議（スタートアッ
プ会議）（東京）を開催し、研究情報交流の
機会を設けた。また本領域の周知ならびに外
部との交流の機会を設けることを目的に、第
1回公開シンポジウム（東京）を開催し、総
勢120名ほどの参加者を得た。関連する分野
の研究者を講師として招聘し講演をしてい
ただくとともに、本領域の趣旨、意義ならび
に計画等についての詳細を報告した。領域
webページの立ち上げ、ニュースレター第1巻
の発行、さらには、領域代表者の前田が中心
となって、各地で開催された国際会議、研究
会、シンポジウム等に積極的に参加、講演を
することで、本領域内外との研究情報の交流
に努めた。 
 平成21年度は、新たに公募研究から24名の
研究代表者が加わり、計画研究13グループと
のメンバー相互の間の十分な研究情報の交
流と意志の疎通を図ることに重点を置いた。
本年度は計3回の非公開の研究成果発表（領
域会議）（第2回：九州大学（5月）、第3回：
理研和光キャンパス（9月）、第4回：筑波大
学（1月））を行った。特に第3回と4回は公
募研究グループの研究紹介ならびに成果発
表を中心に催された。また公開シンポジウム
は計2回（第2回：理研和光キャンパス（9月）、
第3回：筑波大学（1月））行い、本領域外と
の研究情報交流の機会も設けた。研究成果の
発信に加え、関連分野の研究者を講師として
招聘し講演をしていただくことで交流を深
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めた。総括班中心メンバーによる運営会議で
は、領域としての活動方針の策定を引き続き
行った。一方で、長崎らを中心に企画したシ
ンポジウムを共催会議とすることで、本領域
内外とのさらなる研究情報の交流にも努め
た。また、ニュースレター（第2、3、4巻）
の発行、研究報告書の公表という形で成果発
信も行った。さらに、高原、栗原、前田によ
る編書「ソフトマター」を新規刊行した。本
領域メンバーも数多く執筆に携わり、「ソフ
トインターフェースの分子科学」の研究開発
に関する実験と実践に即した内容について
わかりやすく解説した。 
 平成22年度も年2回の公開シンポジウム
（第4回：国立循環器病研究センター（7月1
日）、第5回：東京理科大学（2月3日・4日））
ならびに1回の領域会議（第5回：国立循環器
病研究センター（7月））を主催した。また
新たな試みとして、合宿形式の勉強会である
ワークショップを開催した。第1回は九州大
学にて「水との相互作用」という切り口でソ
フト界面に関する情報交流を行った。 

さらに、領域内での連携研究の促進、若手
人材育成や交流の一環として、先端研究手法
を修得する「研修コース」も新たに開設した。
ナノインプリンティング、表面力・ずり測定、
和周波発生分光法、ラマン分光法に関する研
修をこれまで計4回企画した。 
 12 月 の 環 太 平 洋 国 際 化 学 会 議
（Pacifichem2010）（米国、ホノルル）におい
ては「ソフト界面の化学と機能」と題した国
際シンポジウムを 3 日間にわたり開催した。
高原、栗原、前田が共同オーガナイザーとな
り、当領域メンバーも招待講演者や座長とし
て中心的役割を果たした。130 件余の講演採
択が決定しており、その過半が当領域からの
成果発信であった。 
 昨年に引き続き、ニュースレター（第 5、6
巻）の発行、web による成果発信に努めた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 シンポジウムや会議の開催、さらに研究分
野の枠組みを超え、若手研究者のための新し
いスタイルの研修コースを設立したことで、
領域内での共同研究が積極的に推進され、研
究者間の連携を有効に機能させることがで
きたと考えている。シーズとなり得る意義の
ある研究成果が蓄積されており、目的達成に
向け、着実に良好な進捗を示している。論文
や特許、シンポジウムやワークショップの開
催、書籍出版等に取り組むことで、幅広く研
究成果の発信ができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 

各グループが独自に、そして互いに有機的

に連携しあいながら、先駆的・独創的研究を
遂行していけるよう、総括班実施グループと
して今後も継続してサポートしていく方針
である。公開シンポジウム、同日程で開催す
る領域会議、総括班会議の開催、ニュースレ
ターや研究成果報告書の発行を通じて研究
成果の公表・普及に努めることは、引き続き
総括班の大事な役割である。また、アウトリ
ーチ活動の推進にも積極的に取り組むこと
にしている。 
さらに企業研究者との交流も積極的に促

進する。企業研究者の持つ知見やノウハウ、
ニーズやシーズなどを領域の発展に活かす
ことを期待するとともに、アカデミアの世界
に狭く閉じこもりがちな若手研究者の視野
と経験を広げることを目的としている。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
〔図書〕（計 1 件） 
「ソフトマター：分子設計・キャラクタリゼ
ーションから機能性材料まで」高原 淳・栗
原和枝・前田瑞夫 編、丸善、2009 年 11 月. 
〔その他〕 
○公開シンポジウム（担当：長崎幸夫） 
第１回公開シンポジウム（於：タイム 24 ビ
ル（東京都江東区）平成 21 年 1 月 27 日） 
第２回公開シンポジウム（於：理化学研究所
和光キャンパス（埼玉県和光市）平成 21 年
9 月 29 日） 
第３回公開シンポジウム（於：筑波大学（茨
城県つくば市））平成 22 年 1 月 21 日） 
第４回公開シンポジウム（於：国立循環器病
研究センター（大阪府吹田市）平成 22 年 7
月 1 日 ） 
第５回公開シンポジウム（於：東京理科大学
（東京都新宿区）平成 23 年 2 月 3、4 日 ） 
○ワークショップ（担当：長崎幸夫） 
第 1 回「ソフト界面と水」（於：九州大学（福
岡県福岡市）平成 22 年 8 月 10 日、11 日） 
○国際会議 
PACIFICHEM2010 “Chemistry and Functional 
Properties of Soft Interface”（於：ハワイ（2010
年 12 月 15 日〜20 日） 
（オーガナイザー：高原 淳、栗原和枝、前
田瑞夫） 
○国内関連会議 
第 59 回高分子討論会 特定テーマ「ソフト
ナノ界面」（於：北海道大学（札幌市）平成
22 年 9 月 15 日−17 日） 
日本化学会第 90 春季大会（2010）特別企画
「ソフト界面科学のニューウェーブ」（於：
近畿大学（大阪府東大阪市）平成 22 年 3 月
26 日） 
○ホームページ（担当：前田瑞夫、長崎幸夫） 
http://www.riken.jp/soft-kaimen/index.html 


